
　
第
33
代
第
16
普
通
科
連
隊

長
兼
ね
て
第
35
代
大
村
駐
屯

地
司
令
１
等
陸
佐
南
野
延
寿

は
、
令
和
元
年
12
月
１
日
付

を
も
っ
て
海
田
市
駐
屯
地
業

務
隊
長
へ
ご
栄
転
と
な
っ
た
。

11
月
29
日（
金
）の
離
任
式

に
お
い
て「
第
16
普
通
科
連
隊

の
指
揮
を
解
く
。あ
り
が
と

う
」と
言
葉
を
残
さ
れ
、
２
年

８
ヵ
月
の
在
任
期
間
を
締
め

く
く
っ
た
。そ
の
後
、
駐
屯
地

見
送
り
で
は
、
16
普
連
第
３

科
長（
３
等
陸
佐
三
岳
忠
）に

よ
る
心
温
ま
る
別
れ
の
挨
拶

と
万
歳
三
唱
を
最
後
に
大
村

駐
屯
地
に
別
れ
を
告
げ
た
。

　
第
16
普
通
科
連
隊
は
、
令

和
元
年
11
月
30
日
（
土
）
令

和
元
年
度
長
崎
県
原
子
力

防
災
訓
練
に
参
加
し
、
関
係

機
関
と
の
相
互
連
携
要
領
や

防
災
時
の
協
力
態
勢
を
強

化
し
た
。

　
ま
た
、
波
佐
見
町
体
育
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
避
難
者

へ
の
炊
き
出
し
を
行
い
、
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
・
豚
汁
を
提
供

し
た
。

　
令
和
元
年
12
月
２
日（
月
）大
村
駐
屯
地
営
庭
に
お

い
て
、第
４
師
団
長（
陸
将
沖
邑
佳
彦
）立
会
の
も
と
、

第
34
代
第
16
普
通
科
連
隊
長
兼
ね
て
第
36
代
大
村
駐

屯
地
司
令
１
等
陸
佐
杉
原
正
典
の
着
任
式
を
挙
行
し

た
。

　
式
は
、
副
連
隊
長（
２
等
陸
佐
濵
﨑
幸
一
）指
揮
の

下
、隊
員
約
５
０
０
名
が
整
列
、師
団
長
か
ら
の
紹
介

を
受
け
、着
任
の
辞
を
述
べ
ら
れ
、連
隊
長
の
熱
い
思

い
に
隊
員
は
、
よ
り
一
層
身
が
引
き
締
ま
っ
た
様
子

で
あ
っ
た
。

　
各
部
隊
長
に
よ
る
状
況
報
告
が
実
施
さ
れ
、
駐
屯

地
周
辺
の
説
明
を
含
め
、
隊
内
巡
視
に
よ
り
大
村
駐

屯
地
に
所
在
す
る
各
部
隊
の
状
況
を
確
認
し
た
。

第34代第16普通科連隊長 兼 第36代大村駐屯地司令   着任

南野  延寿１等陸佐  ご栄転着任中隊長長崎県原子力防災訓練

■ 連隊長統率方針

「戦う 第16普通科連隊」

■ 連隊長要望事項

１ 自らの使命を自覚して行動せよ
２ 強く、明るく、麗しく

■ 駐屯地司令要望事項

１ 明るく、麗しく
２ 地域と共に

駐屯地周辺の説明駐屯地周辺の説明駐屯地周辺の説明

沖邑師団長と沖邑師団長と沖邑師団長と防災関係機関での会議防災関係機関での会議防災関係機関での会議炊き出し炊き出し炊き出し

駐屯地見送り　駐屯地見送り　駐屯地見送り　

巡閲巡閲巡閲 沖邑師団長と沖邑師団長と沖邑師団長と 幹部出迎え幹部出迎え幹部出迎え

第16普通科連隊
第４中隊長
３等陸佐
大場 亮寿

要望事項

「備 え」
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